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入場券 〈全席指定席〉:一 般 3,000円
」ヽ 中 高生、障害のある人 2,000円

(当日は各500円 ∪P)

みつなかホーJレ
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昨年7月 のあの楽しかつた

ステージが再び !!

川西出身 (多田中学・川西緑台高校卒)
でわが国のトップオーケストラである
NHK交響楽団のフォアシュピーラーとし
て活躍中のヴァイオリニスト三浦章広に、
N響の仲Po3たちと日本が誇る代表的若
手ピアニストの東 誡三とによる絶妙の
アンサンブルと名曲が ……。
三浦氏とN響のメンバーは昨年7月に
も出演いただき、楽しく心温まる室内楽
で大変好評を博し、その際同氏が「こん
な響きの良いホールが地元にでき嬉じ
いかぎり。ここで シューベルトの“ます"

を是非演奏してみたい」と言われたのを
受けて、再びお招きしました。

―

 ◇ ◇ ◇
今回は、ともすれば堅苦しいと敬遠さ
れがちなクラシック音楽を身近に分かり
やすく楽しんでいただこうと、 コンサー
トの前に三浦氏と音楽評論家・響 敏也
氏による軽いトークもあります。 ご期待
ください。

共催 :兵庫県、側)兵庫現代芸術劇場、川西市

ヴィオラ:大久保淑人

チエロ:藤森亮―       鶉
コントラバス :吉田  秀

歳舌し:響 敏 也 皓楽評論家雄 作豹

〔第1部〕ブレトーク

三浦 vs響 :「室内楽の愉しみ」

〔第2部〕コンサート
シューベルト生誕200年 ブラームス没後 100年記念

ブラームス/ピアノ三重奏曲 第2番
ハ長調 作品87

シューベルト/ピアノ五重奏曲 イ長調
D667 イト品 114

「ます」



(助川西市文化財団主催公演のご案内

愛と感動のミュージカル

姉 ガ教えこ<枚る大切なもの………

主ぅ∃_:小 田 一西

五“
若

後藤久美子、藤谷美紀らに続き「国民的美少女」

コンテスト・グランプリ受賞

□一レンス老人:はせ さん治

マーチ夫人:田島 令子 ほか

'977ラス・フェスタ

第1部

川西南 。|‖西 。明峰 。多田・緑台
。清和台 。東谷中学校

猪名川町立中谷・猪名川・六瀬中学校

胴 腋 ・lllD緑台・lllE明峰・猪割 1絣
部

第2音5
演 奏 :川西市欧奏楽団

指 揮 :岩丼直薄 (わが国吹奏楽界の重鉤

ゲスト:中川英二郎 (トロンボーン)

タイニーシヨツプ(コーラス)

8/31(日)長木婚51_ル
〈全席自由席〉

一般 1,000円 (当日1.500円 )
」ヽ中高生、60歳以上、障害のある人500円 (当日800円 )

共催 :川西市吹奏楽連盟

一早 ギ
ッ7°ズ・シングート

8/12秋)釜木551-ル
〈全席自由席〉

募覇彗1趾 6鳳]呈理のあるわa300円
子供券 (3歳以上中学生以下)11500円
当日は各500円∪P
団体 (10名様以上)1割引

シューベルテイテイアーデデ 搬評a�sh
●
YOTTTの 祭 典 県内の民謡団体・愛好家が集う民謡の融

―シューベルト生誕200年記念 ―

日本民謡フェステイバル
清和源氏の里。|‖西に民謡は響く

入場無料∈整理券)
往復ハガキでお申し込みください。

sop長丼留理子、Bar油井宏隆、Pf今岡淑子、

Pf広兼啓子、Pf奥村真理、Sop上田祥子、

Mez萩原良子、Ten角地正範、Bar山本佳人、
Pf中西利果子、∨n稲垣美奈子、Pf山岡真弓、

∨n景山映子、Va稲垣琢磨、∨c斎藤建寛、
Cb林 俊武、Pf池田洋子

野ばら、ます、音楽に、アヴェマリア、

やまびこ、菩提樹、ピアノ五重奏曲「ます」より、他

[:しli〔J                    基紹窪
9/211B):品躍聾冥乗壺 

自由席〉
9/28(日)%製鵬 レ
〈全席自由席〉 入場料2,000円

主催 :川西音楽家協会

共催 :(助り|1西市文化財団

兵庫県立ピリ⊃Orll団公演

彼にとって、彼女は一切であつた

娘であり、母であり、獣であり、マドンナであった。

すぐれた東洋美術史学者であり、類いまれな万葉調の歌人であり、また独倉]を重
んじた書家として

名を成した実在の人物「會津八一」。昭和20年、戦争で多くのものを失った彼の前には
、重い病に

冒された “きい子"一人がいた……。

10/30休)    レ
〈全席指定席〉

 示‰屹猾憂遥喜のある人2,000円
当日は各500円∪P



ステージヘ ※友の会会員は、一般券の1割引です。

(みつなかホールと文化会館のみでの取り扱い)

桂 ポ草N―N会

8/5(力 発売開始

友の会会員の電話予約は、7/29(火 )より |●○◇▲△◎★☆ |

0ヽfヽメヽpCヽ fヽメヽぃ0ヽfヽ」(ヽぃC"C“ 01Lfヽ メヽぃ0ヽfヽメ｀ぃ0ヽfヽメ 1ヽぃ
～

30余年の歴史を持ち、ヨーロッパ、北米でも高い評価を得ている《秋山=東響》の名コンビが初来演l!

東 京 交 響 楽 団 脚

友の会会員の電話予約は、7/29(火 )より

指揮:秋山和慶 ピ7/:花房晴美
ζベールー先 ンのタベ・不〃の名虜

'ピ7/協奏曲 第5番「 」皇襦

'」

 交響曲 第3番「 芽り難」

(ガ 発売開始 |
|● ○◆◇▲△◎★☆ |

各催しのご予約・お問い合わせは0727(40)1117へ

かねにお替薦

桂 ポ朝、桂 ざaば、桂 南光 ほか
●演目は当日のお楽しみ●

中国・悠久の響き

じ,萎 廷業とァンサンブル&じ貌努
中国琵琶 :揚 宝 元 (ャンバオイェン) 揚琴 :郭 敏 (グォミン)

あの小澤征爾が見出した二胡の世界的奏者姜建華と今注目の中国古事奏者伍芳の初共演が、川西で実現!I

●プログラム●

桑族舞曲、雪山春暁、覇王卸甲、戦台風、二泉映月、

競馬、空山鳥語、花、新婚号」、漁船D昌晩、思想起

10/191E)雰了)男黒リレ
〈全席指定席〉 一般 3,000円

」ヽ 中 高生、障害のある人 2,000円
当日は各500円∪P

11/21B)長木翻品_ル
〈全席自由席〉一般 4,000円

60歳以上 31000円
」ヽ 中 高生、障害のある人 2,000円

当日は各500円∪P

共催 :(財)日本交響楽振興財団

特別協賛 :日本財団 協賛 :株式会社ミツワ

川西市文化財団主催事業のチケツト取扱所
※前売券完売の場合、当日券はございません。



″ (りFン しz鞣ノ
■川西市みつなかホ刊レ (休館 :祝日を除く月曜日)

(休館 :祝日を除く月曜日、第2水曜日)■川西市文化会館

日 曜 日 会 場 開演時間 入場方法 連 絡 先

1 金

ほっべんくらぶ夏まつり ホール 11:00 会 員 他
ほっぺんくらぶ

岩井都美子古閑直美

98-0406
岩 井

川西おやこ濠」場

人形劇「セロ弾きのゴーシュ」ほか
翅けロン

① 16:00

② 19130
会 員 他 川西おやこ劇場

59-8209
事務局

2 土 「すみれ会」ピアノ発表会 ホール 13:00 無   料 山 岡 真 弓
93-4417
山 岡

3 日

○ 丁 C合同発表会 (ピアノ) ホール 11:00 無  料 新 響 楽 器
72-6601
新響楽器伊丹センター

サマー コンサート (ピアノ) 刻けロン 13:00 無  料
江

香

文

美

地

江

敷

大
93-6525
敷 地

7 本
ぶん ぶん夏休み子ども映画大会
アニメ「天才えりちゃん金魚を食べた」ほか

ホール
① 10:00

② 12:00

③ 14:00

要整理券 ぶん バやん編集室 55-5227

8 金 第2回おさらい会 (ピアノ) 翅けロン 14:00 無   料 甘 南 直 美
0797-88-9577
林

つ

」 土 (社)川西青年会議所倉」立30周年式典 ホール 13:00 関 係 者 (社)川西青年会議所
59-6959
事務局

30 土
作田郁代門下演奏会

(ピアノ 声楽 合唱)
ホール 14:00 無   料 作 田 郁 代

93-0337
作 田

31 日 A Little Pla∩ o Co∩ certo ホール 13:30 無   料 長 屋 朝 子
59-8916
長 屋

日 日

、
一曜 催  し  物 1開泊時 F09‐ 入場方法 |

9 土 馬場美智子 アカデミ ドノヾレエ研究生発表会 大ホール 14:30 子
に
智
バ躾対

馬
乃

59-7592

失 14:00
前売3,500円
当日4,000円 1也

40-1117

日 他

円

円
∞
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０
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売
自

・
前
当

文 化 財 団 40-1117

※掲載内容については、主催者等の都合により、一部変更になる場合があります8詳細については、各主催者にお問い合わせください。

編 集 後 記 …̈…………………………

当財団の自主公演に、これまで国内タトの多くの著名な演

奏家をお招きしてきて、ずつと感じてきたことがある。

それは、邦人演奏家に比べ海外からのアーティストはお客

さまへのサービス精神が非常にBI盛なことである。

この6月 8日、 みつなかホール開館 1周年記念として開催
したオーストリアからの「ザルツブルク モーツァルトアン

サンブル」公演で特にその感を強く持った。

このコンサートでは、

日本では珍しいアル

ベンホルンの演奏=
写真左=があつたの
だが、奏者がアルプス

の民族衣裳で登場し

客席を湧かせたかと

思うと、演奏の前に流

暢とまではいかないが大阪弁を

交えた日本語で「アルペンホルン

は音程をとるのが難しい楽器な

ので、失敗するかも分かりません。

その時はスイマセン……」ときて

場内は爆笑の渦。また、休憩中

には、何とお客さまにステージに

上がっていただき、 アルベンホ
ルンを自由に触らせたり、吹かせ

たり=写真右=の演出も。 極め
つきは、鳴りやまない拍手に応え、

奏したのである。

心憎いばかりにお客さまを喜ばせ、楽しませ、存分に堪

能させる術を心得ているタト人アーティスト達。 正に彼らは、

アンコール曲を4曲も演

プロ中のプロと言えるであろう。 《俊》


